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膵損傷（3b）の 1 例．日本腹部救急医学会雑誌 36 巻 2 号:380, 2016 

2. 永川寛徳，藤田文彦，中山正彦，井上悠介，小林慎一朗，山之内孝彰，小林和真，金高賢悟，黒木 保，江口 晋：

局所陰圧療法により瘻孔閉鎖した術後小腸皮膚瘻の一例．日本腹部救急医学会雑誌 36 巻 2 号:396, 2016 

3. 日高匡章，曽山明彦，北里 周，大野慎一郎，猪熊孝実，井上悠介，夏田孔史，永川寛徳，藤田文彦，金高賢悟，

黒木 保，田崎 修，江口 晋：腹部領域における Acute care surgery team の取り組み－地方国立大学における消化

器外科医の関わり－日本腹部救急医学会雑誌 36 巻 2 号:402, 2016 

4. 池田貴裕，北里 周，大野慎一郎，岡田怜美，永川寛徳，日高匡章，曽山明彦，夏田孔史，黒木 保，江口 晋：

当科における外傷性膵損傷の治療経験．日本腹部救急医学会雑誌 36 巻 2 号:480, 2016 

5. 金井信雄，前田真法，大和雅之，腰野蔵人，安部 真，大木岳志，小林慎一朗，江口 晋，Peter Elbe，Eduard Jonus，
岡野光夫：上皮細胞シート製品およびコンビネーション移植器具を用いた食道再生治療．日本再生医療学会雑誌第

15 巻増刊号（通巻 64 号）:152, 2016 

6. 堺 裕輔，小池真章子，山之内孝彰，曽山明彦，日高匡章，黒木 保，江口 晋：皮下性ヒト肝組織構築に伴う血

管網と肝特異機能発現の評価．日本再生医療学会雑誌第 15 巻増刊号（通巻 64 号）:198, 2016 

7. Zhassulan Baimakhanov, 山之内孝彰，堺 裕輔，曽山明彦，日高匡章，高槻光寿，藤田文彦，金高賢悟，黒木 保，

江口 晋：放射線性肝障害と肝切除を組み合わせたラットモデルに対する多層肝細胞シートの移植効果．日本再生

医療学会雑誌第 15 巻増刊号（通巻 64 号）:197, 2016 

8. 丸屋安広，金井信雄，小林慎一朗，腰野蔵人，江口 晋．大和雅之：脂肪由来幹細胞シートを用いた消化管縫合不

全に対する新規再生治療法の開発．日本再生医療学会雑誌第 15 巻増刊号（通巻 64 号）:199, 2016 

9. 小坂太一郎，吉田拓哉，山根裕介，田浦康明，黒木 保，永安 武，江口 晋：小児鼠径ヘルニアに対する LPEC
法の新規デバイス開発と工夫．日本外科系連合学会誌第 41 巻 3 号:456, 2016 

10. 吉田拓哉，山根裕介，田浦康明，小坂太一郎，江口 晋，武田敬子，石橋麻奈美，石川香織，木下史子，森内浩幸：

当科における先天性乳び胸の検討．日本周産期・新生児医学会雑誌 52 巻 2 号:523 , 2016 

11. 山根裕介，田浦康明，吉田拓哉，小坂太一郎，江口 晋，石橋麻奈美，石川香織，木下史子，森内浩幸，長谷川ゆ

り，増﨑英明：子宮外分娩時治療（EXIT）による気管切開術を施行した先天性上気道閉塞症候群（CHAOS）の 1
例．日本周産期・新生児医学会雑誌 52 巻 2 号:542 , 2016 

12. Ono S, Kuroki T, Kitasato A, Hidaka M, Soyama A, Natsuda K, Fujita F, Kanetaka K, Eguchi S：The tips of laparoscopic 
spleen-preserving distal pancreatectomy without preservation of splenic vessels(Warshaw technique)．日本膵臓学会誌 31 巻
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3 号: 195:365, 2016 

13. Kitasato A, Kuroki T, Ono S, Baimakhanov Z, Natsuda K, Soyama A, Hidaka M, Kanetaka K, Fujita F, Eguchi S: 
Intraperitoneal fluid collection after distal pancreatectomy can be treated conservatively. 日本膵臓学会誌 31巻3号: 290:460, 
2016 

14. 高槻光寿，日高匡章，曽山明彦，夏田孔史，濱田隆志，原 貴信，足立智彦，大野慎一郎，藤田文彦，金高賢悟，

江口 晋：生体肝移植における高度門脈血栓およびシャント盗血に対する対策．日本門脈圧亢進症学会雑誌 22 巻 3
号:104, 2016 

15. 足立智彦，高槻光寿，江口 晋：医原性良性胆道狭窄に関する検討．胆道 30 巻 3 号: 205:531, 2016 

16. 三馬 聡，宮明寿光，柴田英貴，田浦直太，曽山明彦，日高匡章，高槻光寿，江口 晋，中尾一彦：HCV 関連肝移

植症例における DAA 製剤治療の意義．日本移植学会雑誌 51 巻 第 52 回日本移植学会総会臨時号: 225, 2016 

17. 宮明寿光，三馬 聡，田浦直太，柴田英貴，曽山明彦，日高匡章，高槻光寿，江口 晋，中尾一彦：生体肝移植前

後における骨密度についての検討．日本移植学会雑誌 51 巻 第 52 回日本移植学会総会臨時号: 247, 2016 

18. 高槻光寿，夏田孔史，日高匡章，曽山明彦，足立智彦，大野慎一郎，原 貴信，藤田文彦，金高賢悟，江口 晋：

HIV/HCV 重複感染に対する肝移植：最新治療を組み合わせた周術期管理の工夫．日本移植学会雑誌 51 巻 第 52 回

日本移植学会総会臨時号: 274, 2016 

19. 弓削藍美，前田瑛彦，神田 綾，山形 栞，永田 明，日高匡章，曽山明彦，辻 あゆみ，佐田明子，江口 晋：

生体肝移植後患者のセルフケアを確立する際の困難さ．日本移植学会雑誌 51 巻 第 52 回日本移植学会総会臨時号: 
335, 2016 

20. Susumu Eguchi, Mitsuhisa Takatsuki, Masaaki Hidaka, Akihiko Soyama, Tomohiko Adachi, Shinichiro Ono, Fumihiko Fujita, 
Kanetaka Kengo, Kobayashi Kazuma: Treatment guideline in Japan: Liver cancer. 日本癌治療学会誌 51 巻 2 号: 294, 2016 

21. 小林和真，前川恭一郎，藤田文彦，金高賢悟，山之内孝彰，林田直美，久芳さやか，日高匡章，福田 実，本田琢

也，林 秀行，中村太佑，芦沢和人，高槻光寿，江口 晋：化学療法専従医を外科にも配置すべきである．日本癌

治療学会誌 51 巻 2 号: 65, 2016 

22. 久芳さやか，山之内孝彰，崎村千香，川上総子，大坪竜太，松本 恵，矢野 洋，吉松昌子，藤山理恵，林田直美，

永安 武，江口 晋：乳癌化学療法における周術期口腔管理センターによる口腔ケア介入の実施状況．日本癌治療

学会誌 51 巻 2 号: 80, 2016 

23. 山下洋市，調 憲，別府 透，江口 晋，七島篤志，太田正之，上野真一，近藤千博，北原賢二，白石佑之，高見

裕子，乗富智明，岡本好司，馬場秀夫，藤岡ひかる：再発肝内胆管癌に対する手術成績; 九州肝臓外科研究会多施

設後ろ向き共同研究．日本癌治療学会誌 51 巻 2 号: 132, 2016 

24. 江口 晋，金高賢悟，小林慎一朗，堺 裕輔，藤田文彦，山口直之，南 ひとみ，磯本 一，中尾一彦，長井一浩，

朝比奈 泉，大木岳志，金井信雄，大和雅之，岡野光夫：東京-長崎間空輸による自己細胞シート食道再生医療．日

本癌治療学会誌 51 巻 2 号: 140, 2016 

25. 小林和真，金高賢悟，小林慎一朗，中山正彦，藤田文彦，山之内孝彰，林田直美，久芳さやか，福田 実，本田琢

也，林 秀行，中村太佑，芦澤和人，黒木 保，江口 晋：食道癌術前 CDDP+5-FU (CF) 療法による難治性嘔気に

対して olanzapine が有効であった 1 例．日本癌治療学会誌 51 巻 2 号: 236, 2016 

26. 崎村千香，山之内孝彰，林田直美，久芳さやか，高槻光寿，江口 晋，佐藤典子，新野大介：当科における甲状腺

悪性リンパ腫を疑った症例の検討．日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌 第 33 巻増刊号:S240, 2016 

27. 赤司隼人，崎村千香，山之内孝彰，久芳さやか，前川恭一郎，林田直美，安倍邦子，江口 晋：甲状腺乳頭癌術後

にバセドウ病再熱と診断された一例．日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌 第 33 巻増刊号:S251, 2016 

28. 山之内孝彰，林田直美，久芳さやか，崎村千香，矢野 洋，松本 恵，大坪竜太，高槻光寿，永安 武，江口 晋：

甲状腺機能がコントロール不良なバセドウ病手術症例の検討．甲状腺外科学会雑誌 第 33 巻増刊号:S252, 2016 

29. 日高匡章，堺 裕輔，曽山明彦，小池真章子，山之内孝彰，夏田孔史，大野慎一郎，藤田文彦，黒木 保，江口 晋：

皮下性ヒト肝細胞／線維芽細胞シートによる肝再生医療．「肝臓」第 57 巻臨時増刊号(2): A551, 2016 

30. 原口雅史，永松雅朗，本田琢也，柴田英貴，三馬 聡，宮明寿光，田浦直太，曽山明彦，日高匡章，江口 晋，中

尾一彦：生体肝移植後患者における経皮的肝生検術後に発症した敗血症についての検討．「肝臓」第 57 巻臨時増刊

号(2): A586, 2016 

31. 三馬 聡，宮明寿光，佐々木 龍，宮副由梨，山道 忍，中鋪 卓，山島美緒，末廣智之，柴田英貴，田浦直太，

曽山明彦，日高匡章，高槻光寿，江口 晋，中尾一彦：肝移植後 HCV 再感染症例に対する DAA 製剤治療成績．「肝

臓」第 57 巻臨時増刊号(2): A587, 2016 
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32. 夏田孔史，高槻光寿，日高匡章，曽山明彦，足立智彦，大野慎一郎，原 貴信，今村一歩，岡田怜美，Z.Baimakhanov，
藤田文彦，金高賢悟，江口 晋：HIV/HCV 重複感染者の食道静脈瘤検出における APRI・FIB4 の有用性．「肝臓」

第 57 巻臨時増刊号(2): A604,  2016 

33. 山口 泉，藤田文彦，吉元智子，峯 由華，井上悠介，江口 晋：痔瘻手術における術後排液と再発に関する検討．

日本大腸肛門病学会雑誌 第 69 巻抄録号: A263, 2016 

34. 高槻光寿，日高匡章，曽山明彦，夏田孔史，原 貴信，足立智彦，大野慎一郎，藤田文彦，金高賢悟，江口 晋：

Vp4・Vv3 の肝癌に対する手術手技の工夫．日本臨床外科学会雑誌第 77 巻増刊号: 409, 2016 

35. 大野慎一郎，足立智彦，夏田孔史，曽山明彦，日高匡章，藤田文彦，金高賢悟，高槻光寿，江口 晋：残膵全摘術

の安全性の有効性．日本臨床外科学会雑誌 第 77 巻増刊号: 501, 2016 

36. 濱田隆志，金高賢悟，小林慎一朗，山口 泉，井上悠介，藤田文彦，高槻光寿，江口 晋：ESD 後の遅発性穿孔を

疑った食道穿孔に対して術中内視鏡が有用であった 1 例．日本臨床外科学会雑誌 第 77 巻増刊号: 796, 2016 

37. 山根裕介，森 くるみ，吉田拓哉，田浦康明，小坂太一郎，高槻光寿，江口 晋，永安 武，大畠雅之：ヒルシュ

スプルング病に対する新しい経肛門 Soave 法～Endoscopic transanal endorectal pull-through～日本臨床外科学会雑誌 
第 77 巻増刊号: 591, 2016 

38. 藤田文彦、井上悠介、山口 泉、峯 由華、中山正彦、小林慎一郎、金高賢悟、 山之内孝彰、小林和真、高槻光寿、

江口 晋：脾彎曲部周囲の結腸癌に対する腹腔鏡下結腸切除術．日本内視鏡外科学会雑誌 21 巻 7 号: 38, 2016 

39. 黒木 保 、北里 周 、松村尚美 、糸瀬 磨、森山正章、徳永隆幸、 渡海大隆 、竹下浩明、谷口 堅、藤岡ひか

る、江口 晋：腹腔鏡下 Warshaw 手術(Lap-Warshaw)を安全確実に行うために 必要な知識と技術．日本内視鏡外科

学会雑誌 21 巻 7 号: 42, 2016 

40. 山根裕介、森 くるみ、吉田拓哉、田浦康明、小坂太一郎、高槻光寿、 江口 晋、永安  武、大畠雅之：当科に

おける先天性食道閉鎖症に対する胸腔鏡手術～標準化に向けて．日本内視鏡外科学会雑誌 21 巻 7 号: 52, 2016 

41. 金高賢悟、小林慎一朗、山口 泉、夏田孔史、井上悠介、大野慎一朗、曽山明彦、 足立智彦、日高匡章、小林和真、

藤田文彦、高槻光寿、江口 晋：体位および気胸併用の胸腔鏡下食道切除術の影響－単一術者による検討－日本内

視鏡外科学会雑誌 21 巻 7 号: 147, 2016 

42. 井上悠介、藤田文彦、山口 泉、小林和真、峯 由華、中山正彦、小林慎一朗、 金高賢悟、山之内孝彰、高槻光寿、

江口 晋：当科における Needlescopic surgery．日本内視鏡外科学会雑誌 21 巻 7 号: 152, 2016 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

1 3 6 14 11 83 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

江口 晋・教授 代議員 日本外科学会 

江口 晋・教授 代議員 日本再生医療学会 

江口 晋・教授 代議員 日本移植学会 

江口 晋・教授 代議員 日本癌治療学会 

江口 晋・教授 評議員 日本消化器外科学会 

江口 晋・教授 評議員 日本移植学会 

江口 晋・教授 評議員 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 評議員 日本肝臓学会 

江口 晋・教授 評議員 日本臨床外科学会 

江口 晋・教授 評議員 日本消化器病学会 

江口 晋・教授 評議員 日本肝臓学会西部会 
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江口 晋・教授 評議員 小切開・鏡視外科学会 

江口 晋・教授 評議員 日本腹部救急医学会 

江口 晋・教授 評議員 九州外科学会 

江口 晋・教授 評議員 日本消化器病学会九州支部会 

江口 晋・教授 Council Member アメリカ外科学会日本支部 

江口 晋・教授 Associate Editor Surgery Today（日本外科学会英文誌） 

江口 晋・教授 Associate Editor Hepatology Research（日本肝臓学会英文誌） 

江口 晋・教授 Editorial Board Journal of Hepato-Biliary-Pancreatic Science 

江口 晋・教授 Editorial Board Investigative Medicine and Applied Science 

江口 晋・教授 Board Member International Journal of Clinical Oncology(IJCO) 

江口 晋・教授 理事 国際外科学会日本部会 

江口 晋・教授 英文誌編集委員 日本外科学会 

江口 晋・教授 指定施設指定・指導医選定委員 日本外科学会 

江口 晋・教授 教育委員会委員 日本外科学会 

江口 晋・教授 外科専門医修練カリキュラム検討ワーキンググ

ループ委員 
日本外科学会 

江口 晋・教授 理事 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 高度技能専門医・指導医 資格認定委員会委員長 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 「国際交流委員会」担当理事 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 「将来検討委員会」委員 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 IHPBA A-PHPBA Japan Chapter 委員 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 高度技能医技術認定小委員会委員（移植） 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 編集委員会委員 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 修練施設認定委員会委員 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 学会賞選考委員会委員 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 専門医試験作成委員 日本肝臓学会 

江口 晋・教授 肝移植委員会委員 日本肝臓学会 

江口 晋・教授 欧文誌編集委員会委員 日本肝臓学会 

江口 晋・教授 幹事 日本肝癌研究会 

江口 晋・教授 肝癌取扱い規約委員 日本肝癌研究会 

江口 晋・教授 試験問題作成委員会委員 日本消化器外科学会 

江口 晋・教授 学術研究助成金選考委員会 日本消化器病学会 

江口 晋・教授 あり方検討委員会／専門医制度審議委員会 日本消化器病学会九州支部会 

江口 晋・教授 幹事 日本移植学会 

江口 晋・教授 国際戦略委員会副委員長 日本移植学会 

江口 晋・教授 ネットワーク委員会委員 日本移植学会 

江口 晋・教授 脳死・心停止移植環境整備（アドホック）委員

会委員 
日本移植学会 

江口 晋・教授 倫理委員会委員 日本臓器移植ネットワーク 

江口 晋・教授 委員 長崎県福祉保健審議会 

江口 晋・教授 委員 長崎県特定疾患対策協議会 
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江口 晋・教授 委員 長崎県指定難病審査会 

江口 晋・教授 委員 長崎県移植医療推進協議会 

高槻光寿・准教授 評議員 日本肝胆膵外科学会 

高槻光寿・准教授 評議員 日本消化器病学会九州支部例会 

高槻光寿・准教授 評議員 九州外科学会 

高槻光寿・准教授 代議員 日本移植学会 

金高賢悟・講師 評議員 九州外科学会 

藤田文彦・講師 評議員 日本消化器病学会九州支部 

藤田文彦・講師 評議員 九州外科学会 

小林和真・助教 評議員 九州外科学会 

山之内孝彰・助教 評議員 九州外科学会 

日高匡章・助教 評議員 日本消化器病学会 

日高匡章・助教 評議員 日本消化器病学会九州支部会 

日高匡章・助教 評議員 日本肝臓学会西部会 

日高匡章・助教 評議員 日本肝胆膵外科学会 

足立智彦・助教 評議員 日本肝胆膵外科学会 

足立智彦・助教 評議員 日本内視鏡外科学会 

足立智彦・助教 評議員 日本胆道学会 

足立智彦・助教 評議員 九州外科学会 

曽山明彦・助教 評議員 日本肝胆膵外科学会 

井上悠介・助教 評議員 日本 Acute care surgery 学会 

大野慎一郎・助教 長崎県移植医療推進協議会委員 長崎県 
 
競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

江口 晋・教授 厚生労働省 代表 
江口班 

厚生労働科学研究費補助金(エイズ対策研究

事業) 

血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者の肝

移植に関する研究 

江口 晋・教授 厚生労働省 分担 
木村班 

厚生労働科学研究費補助金(エイズ対策研究

事業) 
非加熱血液凝固因子製剤による HIV 感染血

友病等患者の長期療養体制の構築に関する

患者参加型研究 

江口 晋・教授 厚生労働省 分担 
佐賀大学 

江口班 
 

厚生労働科学研究費補助金(エイズ対策研究

事業) 
ソーシャルマーケティング手法を用いた心

停止下臓器提供や小児の臓器提供を含む選

択肢提示を行う際の理想的な対応の在り方

の確立に関する研究 

江口 晋・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

迅速な肝細胞複合シート作製技術を基盤と

した急性肝不全治療 

江口 晋・教授 
足立 智彦・助教 

日本医療研究開発機構 分担 
黒木班 

日本医療研究開発機構研究費(AMED) 
安全かつ有効な膵島細胞/間葉系幹細胞複合
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堺 裕輔・助教 
他 

 シートの皮下パッチ技術の開発 

江口 晋・教授 日本医療研究開発機構 分担 
前原班 

日本医療研究開発機構研究費(AMED) 
多施設共同研究による肝移植後肝炎ウイル

ス新規治療の確立と標準化 

高槻 光寿・准教

授 
日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

羊膜と再生刺激を用いた肝再生医療 

江口 晋・教授 
日高 匡章・助教 
小坂 太一郎・助

教 

経済産業省 分担 中小企業経営支援等対策費補助金（戦略的基

盤技術高度化支援事業） 
電解レーザ微細複合加工技術の実用化によ

る微細医療器具の開発 

金高 賢悟・講師 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(難病・がん等の

疾患分野の医療の実用化研究事業) 
CHP/NY-ESO-1 ポリペプチドがんワクチン

の術後食道癌症例を対象とした多施設共同

前期第 II 相臨床試験 

金高 賢悟・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
肥満外科手術マウスを用いた減量効果にお

ける視床下部 NPY システムの解析 

山之内 考彰・講

師 
日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

心拍間隔変動パワースペクトルによる術中

自律神経状態解析-外科修練の最適化へ向け

て 

日高 匡章・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 

遺伝子導入による老化肝若返りによる移植

肝の肝再生促進、肝虚血再灌流障害克服 

曽山 明彦・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

ハイブリッド人工胆管構築技術を基盤とし

た術後胆管狭窄予防 

夏田 孔史・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 

羊膜を用いた低抗原性のデバイス作成 

原  貴信・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 

インピーダンス法を用いた肝脂肪率の新規

評価手法 

堺  裕輔・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(A) 

肝細胞―内皮細胞索状組織移植による肝小

葉構造を模倣した立体ヒト肝臓の創製 

小林 慎一朗・助

教 
日本学術振興会 代表 研究活動スタート支援 

遺伝子導入と組織工学による局所環境制御

を目指した次世代細胞 

江口 晋・教授 東京理科大学 新規虚血再還流障害治療薬の開発 

江口 晋・教授 東京女子医科大学 再生医療の臨床応用 

江口 晋・教授 Syzganovs’ National Scientific Centre of Surgery 生体肝移植プログラム支援 

江口 晋・教授 Tbilisi State Medical University 生体肝移植プログラム支援 

江口 晋・教授 Yangon Specialty Hospital 生体肝移植プログラム支援 

小坂 太一郎・助

教 
長崎大学工学部・中央大学理工学部 医工連携による新しい手術器具の開発 
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特 許 

氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

江口 晋・教授、 
小坂 太一郎・助

教 

外科手術用糸輸送器 2014 年 
3 月 28 日 

出願済み 2014-67291 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

江口 晋・教授 非常勤講師（外科学） 鹿児島大学医学部 

藤田文彦・講師 嘱託講師（臨床実習・外科学） 島根大学医学部 

山之内孝彰・講師 非常勤講師（在宅緩和ケア概論） 長崎県立大学シーボルト校 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

江口 晋・教授 体内の幹細胞実用化 

先行 

日本経済新聞 2016.4.4 食道がんの患者の口の中の粘膜細胞を

培養して作った細胞シートを食道に移

植し、狭窄を防ぐという症例を成功さ

せ、実用化に成功した。 

江口 晋・教授 九州初の肝腎同時移

植 

長大病院、60代男性に 

長崎新聞 

 

2016.6.7 
 

九州では初めて、長崎大学病院で肝腎同

時移植を行った。 

堺 裕輔・助教 再生医療 抜けた乳

歯から肝細胞 

読売新聞 2016.6.7 肝細胞シートをマウスの皮下に移植し、

組織として機能することが認められた。

同じ手法を用い、膵臓細胞のシートを作

る研究にも着手している。 

江口 晋・教授 再生医療 最先端技

術 地方でも 

読売新聞 2016.6.21 東京女子医大と長崎大は 2013～14年、

約 1000キロ離れた東京―長崎間で、患

者の細胞や再生医療用の素材を空輸し、

移植する臨床研究を行った。輸送の安全

性を確認することで、再生医療製品を地

方に運ぶ将来の産業化も視野に入れて

いる。 

江口 晋・教授 388例目の脳死 長崎

大病院などで移植 

長崎新聞 2016.7.17 法施行後、388例目に脳死判定された男

性の臓器移植が行われ、長崎大学病院で

は 60代男性に肝臓を移植した。 

江口 晋・教授 九州初の肝腎同時移

植 

膵臓移植実施施設に

も認定 

九州医事新報 2016.10.20 長崎大学病院で九州初の肝腎同時移植

が行われたことや膵臓移植の実施施設

に認定されたことについて。 

 

○特筆すべき事項 
 ①九州初の肝腎同時移植（2016 年 6 月）を行った。 
 ②肥満症手術 
 ③肝再生医療における研究について、毎日新聞に報道された。 
 ④学術賞受賞 

・日高匡章・助教：長崎肝癌研究会 矢野賞「Intraoperative portal venous pressure and long-term outcome after 
curative resection for hepatocellular carcinoma」 
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・井上悠介・助教：九州内視鏡外科研究会 平成 28 年度九州内視鏡下外科研究奨励賞（大腸癌同時性肝転移症例に

対する、腹腔鏡下大腸・肝同時切除と手術部位感染の関連） 
・田中貴之・助教：一般財団法人日本消化器病学会奨励賞「Increased expression of PHD3 represses the HIF-1 signaling 

pathway and contributes to poor neovascularization in pancreatic ductal adenocarcinoma」 

 


